
最高投与量群（雌：1500ppm、雄：750ppm）では、体重増加抑制、摂餌量の減少及び飼  

料効率の低下、ALP、ALT及びAST活性の低下、同投与量群の雌でTG及びコレステロール  

の低下がみられた。  

1500ppm投与群の雄の途中死亡動物（13匹）では、投与に関連した変化として、肉眼的に  

総胆管の拡張、腹水、十二指腸膨満が、組織学的には総胆管の拡張、胆管炎、胆管壁肥厚、胆  

管上皮過形成がみられ、この変化に伴い肝で胆管上皮過形成及び胆肝炎の発現頻度増加がみら  

れた。本被験物質の主要な標的臓器は胆管であると考えられ、雄のみに認められ、雌では胆管  

への影響はみられなかった。   

本試験において、最高投与量群の雌雄で体重増加抑制等が認められたので、無毒性量は雌  

雄とb300ppm（雄‥18．2mg／kg体重／El、雌‥22．3mg／kg体重／日）であると考えられた。  

発がん性は認められなかった。（参照11，44）  

（3）ニ之年間発がん性試験（マウス）   

C5′7BL／10マウス（一群雌雄各55匹）を用いた混餌（0、50、300及び2000pp皿：平均  

検体摂取量は表12参照）投与による104週間の発がん性試験が実施された。  

表12 マウス2年間発がん性試験の平均検体摂取量  

投与群  50ppm  300ppm  2000ppm   

検体摂取量  雄   6．2   37．5   272  

（mg／kg体重／目）  雌   8．5   51．3   363  

2000ppm投与群の雌雄では、体重増加抑制、飼料効率低下及び肝比重量増加がみられた。  

300ppm投与群雄で体重増加抑制がみられたが、変動幅は大きくなく、増悪傾向がみられない  

ため、毒性学的に有意であるとは考えられなかった。いずれの投与群においても、病理組織学  

的所見に検体投与の影響はみられなかった。   

本試験において、2000ppm投与群の雌雄で体重増加抑制等が認められたので、無毒性量は  

雌雄で300ppm（雄‥37．5mg／kg体重／日、雌‥51．3mg／kg体重／日）であると考えられた。  

発がん性は認められなかった。（参照45）  

13．生殖発生毒性試験  

（1）2世代繁殖試験（ラット）   

AIpk：ApfSDラット（一群雌雄各26匹）を用いた混餌（0、60、300及び1500ppm‥平均   

検体摂取量は表13参照）投与による2世代繁殖試験が実施された。  

表13 ラット2世代繁殖試験の平均検体摂取量（mg／kg体重／日）  

1500ppm  300ppm   60ppm  
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雄  
P  

雌   6．9   34．4   171   

雄   6．3   31．7   168  
Fl  

親動物では、1500ppm投与群のP及びFl雄の各1例で死亡がみられ、途中死亡動物およ  

び最終屠殺動物のP雄2例及びFl雄10例で総胆管の拡張がみられた。P及びFl雌雄で体重  

増加抑制、摂餌量減少、肝比重量増加がみられた。P及びFl雌では妊娠期間中に体重増加抑  

制及び摂餌量減少がみられ、P雌で噛育期間中に体重増加抑制、P雌雄及びFl雌及びFl雄で  

1～10週目に飼料効率の減少がみられた。病理組織学的所見として、1500ppm投与群のP及  

びFl雄で総胆管の拡張、上皮過形成、胆管炎、胆管管腔内に好塩基の沈着物及び潰瘍形成な  

どの変化がみられた。また、総胆管の拡張がみられた多くの動物で肝の増殖性胆肝炎がみられ  

た。   

児動物では、1500ppm投与群のFl及びF2児体重の低値がみられた。   

本試験において、親動物の1500ppm投与群の雌雄で体重増加抑制等が、児動物の1500ppm  

投与群の雌雄で体重低値が認められたので、無毒性量は親動物及び児動物ともに300ppm  

（31．7mg／kg体重／目）であると考えられた。繁殖に対する影響は認められなかった。（参照  

11，46）  

（2）発生毒性試験（ラット）   

Alpk：ApfSDラット（→群雌24匹）の妊娠6～15日4に強制経口（0、25、100及び300mg／kg  

体重／日）投与して発生毒性試験が実施された。   

母動物では、300mg／kg体重／日投与群で12匹のうち3匹が2回目の投与後に死亡し、さら  

に1匹切迫屠殺した後、最大耐量を超えていると判断し、同群の残り8匹の投与を中止した。  

300mg／kg体重／日投与群で体重減少、下痢及び尿失禁がみられた。100mg／kg体重／日投与群  

で下痢及び尿失禁、体重減少及び摂餌量の減少がみられ、妊娠8～15 日に投与後の流誕が高  

頻度でみられた。同群の剖検で2例に胃に出血がみられた。   

胎児では、100mg／kg体重／日投与群で化骨遅延の増加がみられた。   

本試験において、母動物の100mg／kg体重／日投与群に下痢・尿失禁等が、胎児の100mg／kg  

体重／日投与群に化骨遅延の増加が認められたので、無毒性量は母動物及び胎児ともに  

25mg／kg体重／日と考えられた。催奇形性は認められなかった。（参照11，47）   

（3）発生毒性試験（丑（ウサギ）   

NZWウサギ（一群雌21匹）の妊娠7～19日5に強制経口（0、50、150及び500mg／kg体  

重／日、溶媒：コーン油1ml／kg体重）投与して発生毒性試験が実施された。   

母動物では、500mg／kg体重／日投与群で、下痢、生殖器周辺の汚れ、体重減少及び摂餌量  

の減少がみられた。150及び50mg／kg体重／目投与群においても体重減少、下痢が観察された。  

4：精子発見日を1日として、妊娠7～16日。  

5：交尾確認日を1日として、妊娠8～20日。  
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胎児に対するアゾキシストロビン投与の影響は認められなかった。   

本試験において、母動物の50mg／kg体重／目投与群に体重減少等が認められたので、母動物  

に対する無毒性量は設定できなかった。胎児に対する無毒性量は500mg／kg体重／日と考えら  

れた。（参照11，48）  

（4）発生毒性試験②（ウサギ・母動物）   

ウサギにおける発生毒性試験において母動物に対する無毒性量は設定できなかったことか   

ら、追加試験として、NZWウサギ（一群雌15匹）の妊娠7～19日5に強制経口（0、25、40   

及び150mg／kg体重／日、溶媒：コーン油1ml／kg体重）投与して発生毒性試験を実施した。   

150mg／kg体重／日投与群では、体重増加抑制、摂餌量減少、下痢及び生殖器周辺の汚れな   

どがみられた。40mg此g体重／目投与群では妊娠8～9日に体重の低値、摂餌量減少、下痢、   

生殖器付近の汚れなどがみられた。   

本試験において、40mg／kg体重／目投与群で体重低値、摂餌量減少等が認められたので、母   

動物に対する無毒性量は25mg／kg体重／日であると考えられた。（参照11，49）  

14．遺伝毒性言式験   

アゾキシストロビン（原体）の細菌を用いたDNA修復試験及び復帰突然変異試験、マウス  

リンパ腫由来培養細胞（L5178Y）を用いた遺伝子突然変異試験、培養ヒトリンパ球を用いた染   

色体異常試験、ラットを用いた血わyαh止血肝不定期DNA合成（UDS）試験、マウス骨髄を   

用いた小核試験が実施された。   

マウス L5178Y細胞を用いた遺伝子突然変異試験及び培養ヒトリンパ球を用いた染色体異   

常試験で陽性結果が認められたが、その他の試験結果は全て陰性であった。   

遺伝子突然変異試験及び染色体異常試験で認められた陽性反応は、用量依存性、再現性及び   

出現頻度などから見て、その程度は弱いと考えられる。さらに、十分高用量まで試験された血   

豆l′〟玩γ正Ⅳ肝UDS試験及びマウス骨髄を用いた小核試験結果が陰性であったので、一部血   

豆か0で認められた遺伝毒性が生体内においても発現するとは考え難かった。従って、生体に   

とって特段の問題となるような遺伝毒性はないと考えられた。（表14）（参照50～55）  
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表14 遺伝毒性試験概要（原体）  

試験  対象   投与量・処理濃度   結果   

血Iイむ・0  DNA修復試験  78～2500〟g／ディスク   

（土S9）   
陰性  

H17，M45株  

復帰突然変異試験  100～5000〃g／プレート   

（土S9）   TA98，TAlOO，TA1535，TA  
陰性  

1537株  

且c（フ〟WP2／pKMlOl，  

WP2ulⅥ〟pKMlOl株  

遺伝子突然変異試  マウスリンパ腫由来培養  8～80〃g／ml   陽性  

験（士S9）   細胞（L5178Y）  士S9  

染色体異常試験  ヒト末梢血リンパ球   1．0～50J⊥g／ml（一S9）   陽性  

（土S9）  25～200〃g／皿1（＋S9）   士S9   

SDラット   125q2000mg／kg体重   

（単回経口投与）   
陰性   

血lイむ℃  （検体群：雄5匹）  

ム】lイl竹  小核試験   

Jムm●l′（ノ  肝UDS試験  

C57BL／6マウス   5000mg／kg体重   
陰性  

（一群雌雄各5匹）   （単回経口投与）   

注）±S9二代謝活性化系存在下及び非存在下  

アゾキシストロビンのZ異性体である代謝物Dに関して細菌を用いた復帰突然変異試験が   

実施されており、試験は陰性であった。（表15）（参照56）  

表15 遺伝毒性試験概要（代謝物D）  

試験   対象   処理濃度   結果   

且¢pム血uカリ皿TA98，  100～5000／⊥g／プレート   

復帰突然変異試験   TAlOO，TA1535，TA1537株  
陰性   

（±S9）   且coムWP2／pⅨMlOl，  

WP21J押d／pKMlOl株   

注）±S9：代謝活性化系存在下及び非存在下  
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Ⅲ．総合評価  

参照に挙げた資料を用いて農薬「アゾキシストロビン」の食品健康影響評価を実施した。  

ラットを用いた動物体内運命試験において、単回投与後の血中濃度は低用量群で1～8時間   

後に、高用量群で2～12時間後に最高に達した。組織内ではTmax付近で小腸、大腸、肝臓、   

腎臓、血祭及び血液で比較的高濃度に認められた。主な排泄経路は糞中であった。尿中からはアゾ   

キシストロビンは認められず、代謝物として、Y、M等が認められた。糞中からはアゾキシス   

トロビン及び代謝物M等が認められた。胆汁中からはアゾキシストロビンは認められず、代謝   

物Y等が認められた。主要代謝経路は2つあると考えられ、メチルエステルの加水分解とこれ   

に続く：グルクロン酸抱合と、シアノフェニル環のグルタチオン抱合及びそれに続くメルカプツ   

ール酸の生成であると考えられた。  

稲、／J＼麦、ぶどう樹及び落花生を用いた植物体内運命試験が実施された。残留成分として、   

アゾキシストロビン、代謝物B、D及びM等が認められた。  

土壌中運命試験が実施された。アゾキシストロビンの土壌中半減期は好気的条件下におい   

て英国土壌で54～85日、米国土壌164日、嫌気的条件下で50～56日であった。主要な分解   

物はいずれも分解物Bであった。  

加7k分解及び水中光分解試験が実施された。加水分解試験でのアゾキシストロビンの半減   

期はpH9、50℃で290時間であり、主要分解物として分解物B及びHが認められた。水中   

光分解試験でのアゾキシストロビンの半減期は滅菌蒸留水及び自然水でそれぞれ春期におけ   

る東京（北緯350）の太陽光換算で35．3日、8．3日であり、主要分角牢物として分解物D及び   

Mが認められた。  

火山灰埴壌土及び沖積埴壌土を用いて、アゾキシストロビンと分解物B、M及びNを対象   

とした土壌残留試験（容器内及び圃場）が実施された。推定半減期はアゾキシストロビンでは  

1日以内～180日、アゾキシストロビンと分解物B、M及びNの合量としては1日以内～240   

日であった。  

水稲、果実、野菜、茶等を用いて、アゾキシストロビン及びその代謝物B、D、F、L及び   

Mを分析対象化合物とした作物残留試験が実施された。アゾキシストロビンの最高値は最終   

散布後7日目に収穫した畑さわび（茎葉）の11．9mg／kgであった。代謝物Dは最終散布7日   

後の葉ねぎ（茎葉）で0．12mg／kg、代謝物Fは、最終散布21日後の小麦（種子）で0．07mg／kg、   

代謝物Lは0．01mg／kg、代謝物Mは最終散布7日後の葉ねぎで0．11mg／kgが検出された。代   

謝物Bは検出限界以下（＜0．01mg化g）であった。  

アゾキシストロビンの急性経口 LD50はラット及びマウスの雌雄で＞5000mg／kg体重、経   

皮LI）50はラットの雌雄で＞2000mg／kg体重、吸入LC50はラットの雄で962〃g几、雌で698   

〃g瓜であった。代謝物Dの急性経口LD50は、マウスの雌雄で＞5000mg／kg体重であった。  

亜急性毒性試験で得られた無毒性量は、ラットで20．4mg／kg体重／目、イヌで10mg／kg体   

重／日であった。  

慢性毒性及び発がん性試験で得られた無毒性量は、イヌで25mg／kg体重／日、ラットで  

18．2Ing／kg体重／日、マウスで37．5mg／kg体重／日であった。発がん性は認められなかった。  

2世代繁殖試験で得られた無毒性量は、ラットで31．7mg／kg体重／日であった。繁殖に対   

する膨響は認められなかった。  

発生毒性試験で得られた無毒性量は、ラットの母動物及び胎児ともに25mg／kg体重／日、ウ  
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サギの母動物で25mg／kg体重／日、胎児で500mg／kg体重／日であった。いずれも催奇形性は  

認められなかった。   

アゾキシストロビンの細菌を用いたDNA修復試験及び復帰突然変異試験、マウスリンパ腫  

由来培養細胞（L5178Y）を用いた遺伝子突然変異試験、培養ヒトリンパ球を用いた染色体異常  

試験、ラットを用いた血m－1Ⅶ五＝東邦肝不定期DNA合成（UDS）試験、マウス骨髄を用いた小  

核試験が実施された。L5178Y細胞を用いた遺伝子突然変異試験及び培養ヒトリンパ球を用い  

た染色体異常試験で陽性結果が認められたが、その他の試験結果は全て陰性であった。   

遺伝子突然変異試験及び染色体異常試験で認められた陽性反応は、用量依存性、再現性及び  

出現頻度などから見て、その程度は弱いと考えられる。さらに、十分高用量まで試験された  

血豆lⅥ厄＝扉〃肝UDS試験及びマウス骨髄を用いた小核試験の結果が陰性であったことから、  

一部元ル元mで認められた遺伝毒性が生体内においても発現するとは考え難かった。また、代  

謝物Dの細菌を用いた復帰突然変異試験の結果は陰性であった。従って、生体にとって特段  

の問題となるような遺伝毒性はないものと考えられた。   

各種試験結果から、食品中の暴露評価対象物質はアゾキシストロビン（親化合物のみ）と設  

定した。   

各試験における無毒性量及び最小毒性量は表16に示されている。イヌの90日間亜急性毒  

性試験における無毒性量10mg／kg体重／日が最小値であるものの、当該試験の最小毒性量が  

50mg／kg体重／日であること、より長期のイヌの慢性毒性試験で無毒性量が25mg／kg体重／  

目であることから、イヌの無毒性量は25mg／kg体重／日であると判断して、ラットの2年間慢  

性毒性／発がん性併合試験の18．2mg／kg体重／日を一日摂取許容量（ADI）の根拠とした。  

表16 各試験における無毒性量及び最小毒性量  

動物種   試験   無毒性量  最小毒性量  備考6   

（mg／kg体重／日）   （mg肱g体重／日）  

ラット  90 日間亜急性  雄：20．4   雄：211   雌雄：体重増加抑制等  

毒性試験   雌：22．4   雌：223  

90 日間亜急性  雄：38．5   雄：161   雌雄：体重増加抑制等  

神経毒性試験  雌：47．9   雌：202   （神経毒性は認められない）  

2年間慢性毒  雄：18．2   雄：82．4   雌雄二体重増加抑制等  

性／発がん性併  雌：117   （発がん性は認められない）  

合試験   

2世代繁殖試験  親動物・児動物：  親動物・児動物：  親動物：体重増加抑制等  

P雄：33．0   P雄：162   児動物二体重低値  

P雌：34．4   P雌：171   （繁殖に対する影響は認めら  

Fl雄：31．7  Fl雄：168  れない）   

Fl雌：33．2  Fl雌：179  

（；備考に最小毒性量で認められた所見の概要を示す。  
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発生毒性試験  母動物：25   母動物：100   母動物：下痢・尿失禁等  

胎児：25   胎児：100   胎児：化骨遅延増加  

（催奇形性は認められない）   

マウス  2年間発がん  雄：37．5   雄：272   雌雄：体重増加抑制等  

性試験   雌：51．3   雌：363   （発がん性は認められない）   

ウサギ  発生毒性試験  母動物：－   母動物：50   母動物：体重減少等  

胎児：500   胎児：－   胎児∴影響なし  

（催奇形性は認められない）  

発生毒性試験  母動物：40   母動物：体重低値   

（母動物）   

イヌ   90 日間亜急性  雄：10   雄：50   雄：流宣延、吐出し及び嘔吐  

毒性試験   雌：10   雌：50   雌：体重増加抑制  

1年間慢性毒性  雄：25   雄：200   雌雄：コレステロール及びTG増加等  

試験   雌：25   雌：200   

ー：無毒性量又は最小毒性量は認められなかった。   

食品安全委員会は、ラットを用いた2年間慢性毒性／発がん性併合試験の無毒性量  

18．2mg／kg体重／日を一日摂取許容量（ADI）の根拠として、安全係数100で除した0．18mg瓜g  

体重／］をADIと設定した。  

0．18mg／kg体重／日  

慢性毒性／発がん性併合試験  

ラット  

2年間  

混餌投与  

18．2皿g／kg体重／日  

100  

ADI   

（ADI設定根拠資料）   

（動物種）   

（期間）   

（投与方法）   

（無毒性量）   

（安全係数）  
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＜別紙1：代謝物／分解物略称＞  

略称   化学名   

B  （身・2・〈2・【6・（2・シアノフエノキシ）ビリミジンー4・イルオキシ】フェニルト3－メトキシアクリル酸   
C  メチル＝（身廿〈2－【（6・ヒドロキシ）ビリミジン・4・イルオキシ】フェニル‡骨メトキシアクリレート   

D  メチル＝（易・2・i2・【6・（2・シアノフエノキシ）ビリミジンすイルオキシ］フェニルト3・メトキシアクリレート   
F  2・ヒドロキシベンゾニトリル   

H  2・【6・（2・シアノフエノキシ）ピソミジン・4－イルオキシ】フェニル酢酸   
G  メチル＝2－〈2・t6・（2－シアノフエノキシ）ビリミジン・4－イルオキシ】フユニル〉オキシアセテート   

ロ  メチル＝i2・【6・（2－シアノフエノキシ）ビリミジンー4－イルオキシ】フェニルけセテート   

J  メチル＝（β一2・〈2・【6・（2－シアノ・5－ヒドロキシフエノキシ）ビリミジン・4・イルオキシ］フェニルト3・メトキシ  
アクリレート   

Ⅹ  メチル＝（身2－†2・【6・（2－シアノ・4－ヒドロキシフエノキシ）ビリミジン・4イルオキシ】フェニルト3－メトキシ  

アクリレート   

L  メチル＝2・〈2・【6イ2－シアノフエノキシ）ピソミジンー4・イルオキン】フユニル〉グリコレート   
M  4・（2・シアノフエノキシ）・6－ヒドロキシビリミジン   

N  2・【6－（2・シアノフエノキシ）ビリミジン・4－イルオキシ】安息香酸   

0  2－i2－【6・（2・シアノフエノキシ）ビリミジン1・イルオキシ】フユニル〉グリコール酸   
P  （塵）・2・i2イ6・（2－カルバモイルフエノキシ）ビリミジン・4－イルオキシ］フェニルト3・メトキシアクリル酸   
S  2・‡2・【6－（2・シアノフエノキシ）ビリミジンー4イルオキシ】フェニルト3・メトキシプロピオン酸   
T  2・ほ・【6・（2－シアノフエノキシ）ビリミジン・小イルオキシ］フェニルト3－メトキシ乳酸   

U  メチル＝3・【6－（2・シアノフエノキシ）ビリミジンー4・イルオキシト2・メトキシ・2H・3ベンゾフロエート   
Ⅴ  メチル＝（身・2・i2－【6－（2－シアノ・6－ヒドロキシオキシ）ビリミジンー4・イルオキシ】フユニルト3－メトキシアク  

リレート   

W  メチル＝（身－2・i2・【6－（2－シアノ・4－グルクロニジルオキシフエノキシ）ビリミジンー4・イルオキシ】フェニ  
／レト3・メトキシアクリレート   

Ⅹ  メチル＝（身・2・i2・【6－（2・シアノ・6－グルクロニジ／レオキシフエノキシ）ビリミジンすイルオキシけユニ  

ル‡・3・メトキシアクリレート   

Y  グルクロニジル（身・2－i2・【6－（2－シアノフエノキシ）ビリミジンー4・イルオキシ】フェニル・3－メトキシアクリ  
レート   

Z  メチル＝（身・2・i2・【6・（2－シアノー3－グルタチオンイルフエノキシ）ビリミジン・4イルオキシけェニルト3・メ  
トキシアクリレート   

AA  メチル＝（β廿†2－【6・（2・シアノ・3－（システインーグリシンイルフエノキシ）ビリミジンー4・イルオキシ】フェニ  
ルト3－メトキシアクリレート   

AB  メチル＝（身一2－〈2－［6・ほ－シアノ骨システインイルフエノキシ）ビリミジンー4・イルオキシ】フェニルト3－メト  
キシアクリレート   

AC  メチル＝（β・2－‡2－r6・（2－シアノー3・（N一アセチルシステインイル）フエノキシ）ビリミジンー4・イルオキシ】フェ  
ニルト3・メトキシアクリレート   

AD  メチル＝（丘）・㌢（2・ヒドロキシフェニル）－3一メトキシアクリレート  

AE  メチル＝2－k－ヒドロキシ・12【6・（2－シアノフエノキシ）ビリミジンー4－イルオキシ】フェニルけセテート   

一29－   



＜別紙三∴検査値等略称＞  
‾ 

称   名称   

Acb   アセチルコリン   

al   有効成分量   

ALP   アルカリフォスファターゼ   

ALT   アラニンアミノトランスフエラーゼ（GPT）   

AST   アスパラギン酸アミノトランスフエラーゼ（GOT）   

（〕K   クレアチニンキナーゼ   

C．。。Ⅹ   最高薬物濃度   

GGT   γ－グルタミルトランスフエラーゼ   

Hb   ヘモグロビン   

ⅠIis   ヒスタミン   

HPLC   高速液体クロマトグラフィー   

Ht   ヘマトクリット   

LC50   50％致死濃度   

L〔：／MS   液体クロマトグラフィー／質量分析器   

LD50   50％致死量   

M二CH   平均赤血球血色素量   

MtコHC   平均赤血球血色素濃度   

MCV   平均赤血球容積   

Tl／2   半減期   

TAR   総処理放射能   

「rG   トリグリセライド   

Tmax   最高薬物濃度到達時間   

T■RR   総残留放射能  



く別紙3：作物残留試験成績＞  
試  

作物名   
残留値（mg／kg）  

（分析   使用量  恒］ 数  代謝物D   代謝物F   代謝物L   代謝物M   合計  

部位）  
場  （回）   

（日）  

最高  平均  最高  平均  最高  平均  最高  平均  最高  平均  平均  
実施年  値  値  値  値  値  値  値  値  値  値  値   

水稲   種子：3gaiノ箱G   35－39  ＜0．01  ＜0．01  ＜0．01  ＜0．01  ＜0．01  ＜0．01  く0．01  く0，01  ＜0．01  ＜0．01  ＜0、05   

2  4  

1995年  600gai／baG  46－50  ＜0．01  ＜0．01  ＜0．01  ＜0．01  ＜0．01  ＜0．01  ＜0．01  く0．01  ＜0．01  ＜0．01  ＜0、05   

水稲   種子：3gai／箱G   14  0．02  0．02  ＜0．01  ＜0．01  0．020  0．01★  ＜0．01  く0．01  ＜0．01  ＜0．01  0．06史   

2  4  21  0．02  0．02  ＜0．01  ＜0．01  ．02  0．01★  0．01  0．01★  ＜0．01  ＜0＿01  0．06★   

1995年  60gai几aP  28  0．01  0．01★  ＜0．01  ＜0．01  ＜0．01  ＜0．01  0．01  0．01★  く0．01  ＜0．01  0．05★   

水稲  種子：3gai／箱rJ  13－14  

（玄米）  4   20－21  

1998年   120gai几a  27・28   

水稲  種子：3gai／箱G  3  0．08  

（玄米）  4  7  0．07  

2000年   400gai爪a  14    0．05   

水稲  種子：3gai／箱G  3  0．04  

（玄米）  4  7  0．04  

2000年   80gai仇a  14    0．03   

水稲   種子：3gai／箱G   35－39  1．00  0．81  ＜0．04  ＜0．03  0．09  0．08  ＜0．04  ＜0．03  0．17  0．14  1．11★   

2  4  

1995年  600gai／baG  46－50  仇54  0．41  ＜0．04  0．03  0．08  0．06  ＜0．04  0．03★  0．17  0．10  0．64士   

水稲   種子：3gai／箱G   14  1．15  0．81  0．11  0．07★  0．17  0，12  0．16  0＿09★  0．30  0．19  1．31   

2  4  21  仇64  0．51  0．06  0．04★  0．11  0」0  0．08  D＿05★  0．20  0．15  0．86   

1995年  60gai／もaP  28  0．29  0．24  ＜0．04  0．03  0．09  0．07  く0．04  く0．03  0．13  0．09  0．48   

水稲  種子：3gai／箱G  13－14  

（稲わら）  4   20・21  

1998年   120gai几a  27－28   

水稲  種子二3gai／箱G  3  4．91  

（稲わら）  4  7  2，41  

2000年   400gai仙a  14    0．94   

水稲  種子：3gai／箱G  3  4．37  

（稲わら）  4  7  2．72  

2000年   80gai仙a  14    1．75   

7  0．64  0．49  

水稲 （青刈稲）  

1999年   7   0．72  0．62   

′ト麦   
種  子  2  237  001  0．01★  ＜0．01  ＜0．01  ＜0．01  ＜0．01  ＜0．01  ＜0．01  く0．01  ＜0．01  ＜0．05  
1．6gai／kg   58   巴  010  006  ＜001  ＜0．01  0．04  0．02★  ＜0，01  ＜0．01  0．01  0．01★  0．10★   

2                                                              （種子）   散布：   5わ   14  0．05  0．03★  ＜0．01  ＜0．01  0．03  0．02★  ＜0．01  く0．01  0．01  0．01★  0．08★   
1994年  250gai几a  21  0．02  0，02★  ＜0．01  く0．01  0．07  0．03★  ＜0．01  ＜0．01  く0．01  ＜0．01  0．07★   

100gai仇a   

大豆 （露地）  

散布：  7  0．02  

（乾燥子実）  
200－250  14  

gai几a   21  
2000年   

21  0．01  0．01★  
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試  残留値（mg／kg）  

験   
圃  回 数  

代謝物D   代謝物F   代謝物L   代謝   物M  合計  

場  
（日）  

（回）   最高  平均  最高  平均  最高  平均  最高  平均  最高    平均  平均  

数   値  値  値  値  値  値  値  値  値    値   値   

散布：  14  

4   255・267  21  

gai仙a   30   

散布：  14  

2   107－250  21  

gai仙a   28   

散布：  14  

2   107・250  21  

gai瓜a   28   

散布：  
7  

2  14  
2   200gai仙且  21   

散布：  
7  

2  14  
2   200gai／もa  21   

散布：  
7  11．9  

2  14  
2   300gai仙a  21  

散布：  
7  

2  14  
2   300gai仙a  21   

散布：  
7  0．06  

4  14  
ロ   200gai几a  21  

散布：  14  2．39  1．16  
2   200gai爪a   

散布：  
7  

4  14  
2   200gai仙a  21   

散布：  

2  21   2．5  1．0★  

5  gai仙a   

散布：  2   21  2．23  1．48  
2   200gai仙a  

散布：  2   21  0．94  0．89  
2   200gai爪a  

－32－   



試  

作物名   
残留値（mg／kg）  

（分析     圃  使用量  回 数  代謝物D   代謝物F   代謝物L   代謝物M   合計  

部位）  
（回）   

（日）  

最高  平均  最高  平均  最高  平均  最高  平均  最高  平均  平均   
数  値  値  値  値  値  値  値  値  値  値  値   

エンタ■ィフヾ  

（施設）  散布：  
21  
28  

（茎葉）  35   

2004年   

レタス  
散布：  7  2．80  

（施設）  
2   200－300  14  

（茎葉）  gai几a   21  
2000年  

たまねぎ  

（露地）  散布：  
0．02  

4   7  

（鱗茎）  14  

2000年   

根深ねぎ   
（露地）  

3  0．96  0．58  0．02  0，02★  0＿03  0．03  ＜0．01  ＜0．01  0．03  0．03  0．66★  

4                             180－300  7  0．32  0．22  0．01  0．01★  0．02  0．02  ＜0．01  ＜0．01  0．03  0．03  0．29★   
2   gai血a  14  0．19  0．11  0．Ol  0．01★  0，01  0．01★  ＜0．01  ＜0．01  0．01  0．01★  0．16★   

1995年  

菓ねぎ   
（露地）  散布：   

3   1．23  1．13  0．08  0．06  0．04  0．03  0．01  0．01★  0．09  0．06  1．31■た  
4  7   143  0．73  0．12  0．OG  0．04  0．04  0．01  0．01  0．11  0．07  0．93★   

2                                                           （茎葉）  14  0．62  0．28  0．07  0．03★  0．03  0．03  0．01  0．01★  0．05  0．04  0．39★   
1995年  

にんにく  
（露地）  青森300  

7  

（鱗茎）  

14  

21   
1998年   gai几a   

にら  

（施設）  
散布：  

（茎葉）  

150-200 2 14  2．42  1．54  

gai几a   
1999年   

丁スハ■ラがス  
散布：  0．84  

（施設） （茎）  3  

gai／もa   6－7  
2001年   

らっきょ  

う（露地）   3  

（鱗茎）  3  7  

2003／2004  14   

年   

にんじん  

（露地）  散布：  21  

（根部）  2   96－192gai仙a   
2  28   

2003年  
パセリ  

（施設）  散布：  45  

（茎葉）  60   

2003年   

みつば  

（施設）  散布：  14  1．7  

（茎葉）  21   ＜0．5   

2004年   

トマト  
散布：  

0．40  
（施設）  

4   3  

（果実）  7  

1998年   

ピーマン  

散布：  
1．30  

（施設）  
4   3  1．28  

（果実）  7  0＿90   

2000年   

－33－   



試  残留値（mg／kg）  

験   
回   

圃  トロビン  
代謝物D   代謝物F   代謝物L   代謝物M   合計  

場  
数  

（回）   最高  平均  最高  平均  最高  平均  最高  平均  最高  平均  平均  

数   値  値  値  値  値  値  値  値  値  値  値   

散布：  
0．59  0．41  ＜0．01  ＜0．01  0．02  0．02  ＜0．01  ＜0．01  0．01  0．01★  0．47★  

2   300gai／もa   
4   3  0．34  0．21  ＜0．01  ＜0．01  q．02  0．02  ＜0．01  ＜0．01  ＜0．01  く0．01  0．29★  

7   0．06  0．05  ＜0．01  ＜0．01  0．01  0．01★  ＜0．01  ＜0．01  ＜0．01  ＜0．01  0．10★   

株元濯注：  
46－85  0．01  0．01★  ＜0．01  ＜0．01  ＜0．01  ＜0．01  ＜0．01  ＜0．01  0．01  0．01★  0．05★  

20mgai／株                              4   

2  

1   0．50  0．32  ＜0．01  ＜0．01  ＜0．01  ＜0．01  ＜0．01  ＜0．01  ＜0．01  ＜0．01  0．36★  

4   3  0．27  0．14  ＜0．01  ＜0．01  ＜0．01  ＜0．01  く0．01  ＜0．01  ＜0．01  ＜0．01  0．18★  
200-400 4 7   0．04  0．03  ＜0．01  ＜0．01  ＜0．01  ＜0．01  く0．01  ＜0．01  ＜0．01  ＜0．01  0．07★   
Eai／もa   

散布：  
7  0．10  

2   293・300  14   ＜0．10   
gai几a   

散布：   ＜0．01  ＜0．01  ＜0．01  ＜0．01  ＜0．01  く0．01  ＜0．01  ＜0．01  ＜0．01  ＜0．01  ＜0．05  

2    4   3  ＜0．01  ＜0．01  ＜0．01  ＜0．01  ＜0．01  ＜0．01  ＜0．01  ＜0．01  ＜0．01  ＜0．01  ＜0．05  

gai几a  7   0．01  0．01★  ＜0．01  ＜0．01  ＜0．01  く0．01  ＜0．01  ＜0．01  ＜0．01  ＜0．01  0．05★   

散布：  
＜0．01  ＜0．01  ＜0．01  ＜0．01  く0．01  ＜0．01  ＜0．01  ＜0．01  ＜0．01  ＜0．01  ＜0．05  

2   30gai仙a   
4   3  ＜0．01  ＜0，01  ＜0．01  ＜0．01  ＜0．01  く0．01  ＜0．01  ＜0．01  ＜0．01  ＜0．01  ＜0．05  

7  ＜0．01  ＜0．01  ＜0．01  ＜0．01  く0．01  ＜0．01  ＜0．01  ＜0．01  ＜0．01  ＜0．01  ＜0．05   

散布：  1．24  

2   180・250  3  0．58  

gai／もa   7  0．24   

散布二  
1．32  

2   200gai仙a   
3   3  0．92  

7    0．54   

濯注：  
3  0．51  

2   3000gai瓜a   
4  7  0．16  

14    0．08   

散布：  

2   500gai几a   
58   42  0．98  0．48  0．03  0．03★  0．02  0．02★  ＜0．01  ＜0．01  0．02★  0．02★  0．55★   

14   
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試  

作物名   
残留値（mg／kg）  

（分析   使用量  回 数  代謝物D   代謝物F   代謝物L   代謝物M   合計  

部位）  
場  

（日）  

（回）   最高  平均  最高  平均  最高  平均  最高  平均  最高  平均  平均  
実施年  値  値  値  値  値  値  値  値  値  値  値   

すもも  

（露地・  散布：  0．13  

無袋）  3  0．11  

（果実）  gai几a   7  0．06   

2001年   

おうとう  

（施設）  散布：  
0．89  

3   3  1．30  
（果実）  7  0．74   
1996年   

いちご   散布：   か  89・217  011  006  ＜001  ＜0．01  ＜0．01  ＜0．01  ＜0．01  ＜0．01  ＜0．01  ＜0．01  0．11★   
（施設）  

300・400  88   
121  105  001  0．01★  0．03  0．02★  ＜0．01  ＜0．01  ＜0．01  ＜0．01  1．11★   

2                                                             （果実）   gai几a 土壌潅注：  

1994年  8－  7－8  0．60  046  く0．01  く0．01  0．02  0．02★  く0．01  ＜0．01  く0．01  ＜0．01  0，51★   
20mgai／株   

ぶどう  休眠期散布：  

（施設・無   3000－5000   45  4．35  2．61  0．02  0．02  0．05  0．05  ＜0．01  ＜0．01  0．03  0．03  2．76★   

2     58                          袋）   gai／もa   60  1．42  1．19  0．02  0．02  0．04  0．04  0．01  0．01★  0．01  0．01★  1．29★   
（果実）  散布：  75  1．36  0．69  0．03  0．03★  0．02  0．02★  0．01  0．01★  0．01  0．01★  0．79★   

1994年  500gai瓜a  

かき  

（露地）  
散布：  7  

（果実）  14  

gai／もa   21   
1998年   

′、ブソヨンフルー  

ツ（露地） （果実  

0．36  

）  

3   3  

300gai几a  7  

2000年   

いちじく  

（露地・  散布二  0．58  

無袋）  7  0．28  

（果実）  gai几a   14    0．25   

2001年   

茶  
散布：  14  

（荒茶） 1998年  4   200gai仙a   3  
21   

茶  
散布：  14  

（浸出液） 1998年  4   200gai仙a   3  
21   

注）ai：有効成分量、PHI：最終使用から収穫までの日数  
・使用量欄にG印は粒剤、P印は粉剤、それ以外はフロアブル剤を用いた。  
・農薬の使用回数が申請された使用方法よりも多い場合、回数に8を付した。  

・一部に検出限界以下を含むデータの平均を計算する場合は検出限界値を検出したものとして計算し、＊印を付した。  
・全てのデータが検出限界以下の場合は検出限界値の平均に＜を付して記載した。  

・キャベツ、ねぎ、ピーマン、キュウリ及びネクタリンで代謝物Bが測定されたが、いずれも検出限界以下（＜0－01mg／kg）であ   
った。  
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＜別紙∠l：推定摂取量＞  

残留値  
国民平均  小児（ト6歳）  妊婦  高齢者（65歳以上）  

フ名  
（山地  

ぽ   摂取量   什   摂取量   仔   摂取量   什   摂取量  

k／人ノ団  （〃g／人／団  屯／人／団  （〟g／人／団  屯／人／団  （〟g／人／団  屯／人／団  （〟g／人ノゆ  

0．07  185．1  12．96  97．7   6．84  139．7   9．78   188．8  13．22   

麦   0．06  116．8  7．01  82．3   4．94  123．4   7．40   83．4   5．00   

豆   0．02  56．1   1．12  33．7   0．67   45．5   0．91   58．8   1．18   

インケ÷ン、  

0．01   1．4   0．01   0．5   0，01   0．1   0．00   2．7   0．03   
／ンス■）  

（葉）   0．26   2．2   0．57   0．5   0．13   0．9   0．23   3．4   0．88   

（根）   0，02   2．6   0．05   0．7   0．01   0，7   0．01   4．2   0．08   

（菓）   5．16   0．5   2．58   0．1   0．52   0．3   1．55   1．1   5．68   

’サビ   8．83   0．1   0．88   0．1   0．88   0．1   0．88   0．1   0，88   

さい   0．04  29．4   1．18   10．3   0．41   21．9   0．88   29．9   1．20   

べツ   0．03  22．8   0．68   9．8   0．29   22．9   0．69   23．1   0，69   

つな   1．0   4．3   4．3   2   2   1．6   1．6   5．9   5．9   

他の  
1．16   3．5   4．06   0．6   0．70   1．2   1．39   3．6   4，18   

斗野菜  

’ス   2．01   6．1   12．26  2．5   5，03   6．4   12．86   4．2   8．44   

ねぎ   0．02  30．3   0．61   18．5   0．37   33．1   0．66   22，6   0，45   

ぎ   0．73   11．3   8．25   4．5   3．29   8．2   5．99   11．5   9．86   

ら   1．54   1．6   2．46   0．7   1．08   0．7   1．08   1．6   2．46   

テがス   0．44   0．9   0．40   0．3   0，13   0．4   0．18   0．9   0．40   

他の  
1．54   2．5   3．85   0．8   1．23   0．8   1．23   2．5   3．85   

ト野菜  

じん   0．02  24．6   0．49   16．3   0．33   25．1   0．50   22，3   0，45   

：リ   0．19   0．1   0．02   0．1   0．02   0．1   0．02   0．1   0．02   

）ば   1．6   0．2   0．32   0．1   0．16   0．1   0．16   0．2   0．32   

・ト   0．20  24．3   4．86   16．3   3．26   25．1   5．02   25．0   5．00   

マン   1，23   4．4   5．41   2，0   2．46   1．9   2．34   3．7   4．55   

す   0．41   4．0   1．64   0．9   0．37   3．3   1．35   5．7   2．34   

うり   0．32  16．3   5．22   8．2   2．62   10．1   3．23   16．6   5．31   

ちゃ   0．10   9．4   0．94   5．8   0．58   6．9   0．69   11．5   1．15   

■カ   0．01   0．1   0．00   0．1   0，00   0．1   0．00   0．1   0．00   

ら   1．14   0．3   0．34   0．2   0．23   0．2   0．23   0．3   0．34   

＿んどう  0．77   0．6   0．46   0．2   0．15   0．7   0．54   0．6   0．46   

乃野菜  0．42   12．6   5．23   9．7   4．07   9．6   4．03   12．2   5．12   

ノ   0．48  35．3  16．94  36．2  17．38  30．0   14．4   35．6  17．09   

ー36－  
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日本なし   0．47   5．1   2．40   4．4   2．07   5．3   2．49   5．1   2．40   

もも   0．01   0．5   0．01   0．7   0．01   4．0   0，04   0．1   0．00   

ネクタリン   0．9   0．1   0．09   0．1   0．09   0．1   0．09   0．1   0．09   

すもも   0．09   0．2   0．02   0．1   0．01   1．4   0．13   0．2   0．02   

おうとう   0．76   0，1   0．08   0．1   0，08   0．1   0．08   0．1   0，08   

いちご   1．05   0，3   0．32   0．4   0．42   0．1   0．11   0．3   0．32   

ぶどう   2．61   5．8   15．14  4．4   11．48   1．6   4．18   3．8   9．92   

かき   0．19  31．4  5．97   8．0   1．52   21．5   4．09   49．6   9．42   

ハツシ］ンフルーツ   0．30   0．1   0．03   0．1   0．03   0．1   0．03   0．1   0．03   

その他の  
0．38   3．9   1．48   5．9   2．24   1．4   0．53   1．7   0．65   

果実  

茶   1，74   3．0   5．22   1．4   2．44   7．48   

合計  131．8  79．2  133．7   

注）・残留値は、申請されている使用時期・使用回数の内、最大の残留を示す試験区の平均残留値を用い   

た（参照別紙3）。  
岨 ＝平成10年～12年の国民栄養調査（参照68～70）の結果に基づく農産物摂取量（g／人／目）  

「摂取量」＝残留値及び農産物摂取量から求めたアゾキシストロビンの推定摂取量（〃g／人／日）  

‘その他のゆり科野菜’は、‘らっきょう’、‘その他の野菜’は‘みょうが’、‘その他の果実’  

は‘いちじく’の残留値を用いた。  

メロン、てんさい、大根（根部）及びにんにくは全データが検出限界以下であったため摂取量の言十  

算はしていない。  
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